
S
G

H
意

識
調

査
（

課
題

研
究

で
力

を
注

い
だ

こ
と

の
質

問
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

ご
と

に
求

め
た

　
　

選
択

し
た

生
徒

の
合

計
の

平
均

値
÷

選
択

し
な

か
っ

た
生

徒
の

合
計

の
平

均
）

　
　

　
　

　
　

　
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩

先 行 事 例 の 研 究

リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン の 設 定

調 査 ・ 実 験

議 論

フ ィ ー ル ド ワ ー ク

論 文 レ ポ ー ト 作 成

異 な る 学 類 で の グ ル ー プ 活 動

中 間 発 表 及 び 最 終 発 表

大 学 院 生 や 大 学 の 先 生 と の 質 疑

3
2
3

4
8
1

4
5
4

3
1
9

1
3
2

3
6
2

1
6
4

4
5
4

1
2
9

(ア
)
　

研
究

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

り
、

困
難

な
課

題
に

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

1
0
5
.7

%
1
0
9
.1

%
1
0
4
.1

%
1
0
7
.0

%
1
0
4
.3

%
1
0
7
.1

%
1
0
3
.3

%
1
0
9
.4

%
1
0
6
.9

%

(イ
)
　

グ
ル

ー
プ

の
状

況
を

見
て

、
自

分
が

で
き

る
こ

と
や

も
っ

と
こ

う
し

た
ら

よ
い

と
思

っ
た

こ
と

を
率

先
し

て
提

案
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
1
0
4
.7

%
1
0
9
.9

%
1
0
4
.7

%
1
0
7
.5

%
1
0
9
.2

%
1
0
6
.9

%
1
0
7
.0

%
1
0
3
.4

%
1
0
6
.6

%

(ウ
)
　

研
究

の
プ

ロ
セ

ス
で

、
グ

ル
ー

プ
内

で
意

見
交

換
が

活
発

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
1
0
3
.7

%
1
0
7
.8

%
1
0
6
.2

%
1
0
8
.0

%
1
0
5
.0

%
1
0
5
.4

%
1
0
6
.8

%
1
0
6
.1

%
1
0
6
.9

%

(エ
)
　

他
者

に
理

解
し

や
す

く
な

る
よ

う
に

、
発

表
内

容
や

伝
え

方
の

工
夫

が
で

き
る

よ
う

に

な
っ

た
。

1
0
2
.6

%
1
0
9
.0

%
1
0
5
.3

%
1
0
6
.8

%
1
0
7
.4

%
1
0
6
.5

%
1
0
4
.0

%
1
1
1
.6

%
1
0
4
.7

%

選
択

者
数

「
 当

て
は

ま
る

」
を

５
、

「
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
当

て
は

ま
る

」
を

４
、

「
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

」
を

３
、

「
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
当

て
は

ら
な

い
」

を
２

、
「

当
て

は
ま

ら
な

い
」

を
１

と
し

て
計

算

─ 20 ─



（４）SGHに関する取組や関連する取組についてのアンケート(教員アンケート）

① 調査の概要

平成29年度に本校教職員を対象に「課題研究」「学類コア科目」「海外での体験活動」

それぞれで、①から⑬のSGHで身に付けさせたい力が生徒に身に付いたかどうかを調査

した。また、身に付けさせたい力について、効果的と考える指導内容や指導方法につい

ても記述を求めた。

【SGHで身に付けさせたい力】

①主体的に考える態度 ②チーム力 ③コミュニケーション能力

④プレゼンテーション能力 ⑤知的好奇心 ⑥専門性の深化 ⑦思考力 ⑧判断力

⑨創造性 ⑩学習意欲 ⑪海外進学意識 ⑫異文化への理解 ⑬語学力の向上

② 調査の結果

【課題研究で特に身に付けさせたい力】

①主体的に考える態度 ②チーム力 ③コミュニケーション能力

④プレゼンテーション能力

課題研究については、図７のとおり

４つの身に付けさせたい力について、

全て50％以上の教員が伸ばすことがで

きたと評価している。

生徒を対象としたSGH意識調査でも、

70％程度の生徒がこの４つの能力につ

いての質問に肯定的な回答をしており、

教員、生徒いずれも課題研究は、身に

付けさせたい４つの力を伸ばすのに効

果があったと評価している。

図７ 課題研究で伸ばすことができた力

【学類コア科目で特に身に付けさせたい力】

⑤知的好奇心 ⑥専門性の深化 ⑦思考力 ⑧判断力 ⑨創造性
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学類コア科目では、図８のとおり身

に付けさせたい５つの力のうち⑥専門

性の進化と⑦思考力については60％程

度の教員が伸ばすことができたと評価

しており、他の項目と比較しても高い。

一方、⑧判断力や⑨創造性について

は、伸ばすことができたと評価した教

員の割合は低く、今後の課題と言える。

図８ 学類コア科目で伸ばすことができた力

【海外での体験活動で特に身に付けさせたい力】

⑤知的好奇心 ⑩学習意欲 ⑪海外進学意識 ⑫異文化への理解 ⑬語学力の向上

海外での体験活動については、次のページにある表のとおり、マレーシアでの学類研

修で90％の教員が、また、台湾・韓国での学類研修で83％の教員が、異文化理解を深め

ることができたと評価している。また、海外文化体験研修でも80％の教員が深めること

ができたと評価しており、海外に出かけることが、異文化の理解に効果が大きいことが

分かる。

また、海外文化体験研修では、60％の教員が語学力を伸ばすことができたと評価して

いる。

海外修学研修は、イギリスを訪問し、２年次の研究成果を発表するが、この取組では

70％の教員が学習意欲を伸ばすことができたと評価している。

こうした結果から、海外での体験活動は、身に付けさせたい力に効果が大きかったと

いえる。
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回答数
(60)
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深

化

思

考

力
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性

学

習

意

欲

海
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進

学

意

識

異

文

化

へ

の

理

解

語

学

力

の

向

上

60 68 50 58 58 47 17 52 25 12 7 2 22 7

12 GLOBALⅠ 55 55 45 82 45 36 27 9 9 18

40 GLOBALⅡ 73 60 70 60 50 13 60 28 15 5 23 8

8 GLOBALⅢ 75 25 25 38 63 38 13 13 13 25 13

23 30 52 43 87 22 4 35 30 13 9 4

38 68 39 45 53 47 58 55 24 16 58 16 29 34

14 31 8 38 85 54 31 54 23

21 19 29 71 43 57 5 10 5 5 24 14 90 24

9 学類研修（マレーシア） 10 10 60 20 60 10 10 10 10 10 90

12 学類研修（台湾・韓国） 25 42 75 58 50 8 8 33 17 83 42

5 20 20 40 20 20 80 60

8 56 67 78 44 22 11 67 22 56 56

12 8 17 92 8 42 8 8 8 50 100 58

34 68 91 85 24 6 32 44 29 12

28 68 96 61 14 32 36 68 7 7 7

※　選択割合の高い２項目は太字（同率の場合は３項目まで） 

課題研究を通じて身に付けさ

せたい能力
主体的に考える態度、チーム力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力

学類の専門性により身に付け

させたい能力
　　　　　　　知的好奇心の喚起、専門性の深化、思考力、判断力、創造性

海外での体験活動を通じて身

に付けさせたい能力
主体的に考える態度、チーム力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力

翠緑祭

取組

学類研修（国内）

留学生や訪問団の受入

学類コア科目等の指導

課題研究

課題研究発表会

宿泊研修

教員アンケート結果（選択率　単位％）

Q1

左の取組を通じて、伸ばすことができたと思える能力を全て選んでください（○で囲んでください）

海外文化体験研修

海外修学研修

学類研修（海外）

【SGHで育てる資質や能力】Q１の質問にある能力

①主体的に考える態度　②チーム力　③コミュニケーション能力　④プレゼンテーション能力　⑤知的好奇心　⑥専門性の深化　⑦思考力

⑧判断力　⑨創造性　⑩学習意欲　⑪海外進学意識　⑫異文化への理解　⑬語学力の向上
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SGHに関する取組や関連する取組についてのアンケート(教員アンケート）記述部分

１ 課題研究

能力の伸張に、どのような学習活動が効果的 左の学習活動を通じて、生徒の能力を伸ばす

であったか教えてください。 ために、どのような指導の工夫をしたか、具

体的に記述ください。

①グループの中できちんと役割を決めて取り ①１名はリーダー、そのほかの４名にはそれ

組ませた。 ぞれ成果発表に向けた責任ある役割を与える

ことで（口答発表２名、ポスター１名、レポ

ート１名）協力させた。

②答えのない課題に取り組ませた。 ②枠にはめるのではなく、生徒の発想を大切

にして、時々質問をして考えを深めさせた。

③各グループに積極的に話をさせた。 ③自分と異なる意見を聞かせることで、気づ

きや学びがあり、そうした経験から主体的に

考えるようになった。

④学類の枠を超えたメンバーで、１つの目標 ④生徒の希望ではなく、機械的にメンバーを

に向かって協力し、対話しながら研究成果を 組んだ。

まとめ上げることをさせた。

⑤自分達で疑問点を出し、知りたいことを明 ⑤テーマに関連する情報を具体的に示すと話

らかにさせ、話し合っていく過程で能力を伸 し合いが深まっていった。

張させた。

⑥相手に伝えることの難しさを、プレゼンテ ⑥相談時に、逆にいくつか質問することで、

ーションを通じて理解させた。 自分の意見や発表方法を客観的にとらえる機

会を与えた。

⑦書籍や論文を通じて 先行研究を調べさせ ⑦様々な角度からテーマを掘り下げ、知的好、 、

どういった視点でテーマに向かい合うかを検 奇心が高まった。

討させた。

⑧インターネットや文献だけでなく、研究に ⑧各班とも聞き取り調査を実施できるよう、

関連する人に聴き取りをするため、現場に足 どこに行けば何が分かるといった情報を提供

を運ぶ活動をさせた。 した。

⑨課題研究についての質疑応答を深く行っ ⑨普段指導していない教員が違った視点から

た。英語でも実施させた。 質疑を繰り返すことで、矛盾点等に気づかせ

る工夫をした。

⑩代表の班にはあらためて発表する機会を与 ⑩発表会に向けて他のチームから質疑を受け

えた。自らの研究をブラッシュアップ させることで、互いの思考力や反論に対して

できる機会となり、他の生徒の刺激になった。 応答する力が高まった。

⑪分かりやすく伝える工夫、見やすい資料作 ⑪事前のリハーサルで、互いが評価や感想を

成などを意識して、準備させ発表させた。 言い合うことで、軌道修正した。
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、 。⑫教員等の前で何度もプレ発表をさせ、自己 ⑫何度も時間をとって 発表の練習をさせた

表現の仕方や他人に分かりやすく伝える力、 特に生徒同士で意見をしっかり言う時間をと

質疑に対応する力を身に付けさせた。 り、様々な視点から質問を投げ入れた。

⑬GLOBALⅠのA群代表グループを集めて、発 ⑬発表練習会を行う時、研究領域や手法に類

表会の練習をさせた。 似性があるものを同じグループにして発表練

習させることで、互いが触発され研究が深ま

った。

⑭人前でどのように発表すると理解してもら ⑭自分達の同じグループから多くの質問をつ

えるのか、どのような質問がでるかを考えさ のった。

せながら発表の準備をさせた。

２－１ 学類の専門性（学類研修）

【目的】学類研修

（１）人文社会学類

文化や社会、言語について学び、自国や国際社会の発展に寄与できる教養と能力を

身に付けることを目指す。

（２）理数学類

自然科学領域の学習を深め、知的好奇心、創造性、独創性を伸ばしながら、確かな

科学的思考力を身に付けることを目指す。

特に理数学類の国内コースでは、物理選択者と生物選択者の学習内容を鑑み、それ

ぞれ異なるコースを設定している。

能力の伸張に、どのような学習活動が効果的 左の学習活動を通じて、生徒の能力を伸ばす

であったか教えてください。 ために、どのような指導の工夫をしたか、具

体的に記述ください。

①学類研修で、筑波方面を訪問し、個人では ①理系の研究施設を、特定の分野に偏ること

訪問できない研究機関をまわらせた。好奇心 なく幅広く選ぶことで、広く理系の進路研究

を喚起され、自分の進路決定に良い影響を与 につながった。

えた。

（理数学類 物理選択者 筑波コース）

②コース決定の際に生物選択の生徒たちのニ ②学類研修で、北海道を訪問し、知床を訪れ

ーズにあうよう、興味が高まるよう工夫し、 ることで日本の生態の多様性を肌で感じ、進

事前の学習等に目的意識をもって参加させ 路選択の一助となった。また、北方領土に関

た。 する話を聞き、自国の抱える問題等について

（理数学類 生物選択者 北海道コース） 意識し自ら考えることができた。

③学類コア科目の指導で、２、３人のグルー ③できるだけ多くのものを調べられるよう 歴（

プで、興味のあることを担当させ、事前に調 史や文学、経済、法理など）様々な領域を設

べさせ発表させた 事後はレポートにまとめ 定した。そうして関連する本物に触れる工夫。 、

冊子にして全員に配布した。 を取り入れた。

（人文社会学類 東京コース）

④知識として文学史を、あらかじめ講義の形 ④作品同士の関連や時代背景などに触れてお

で学ばせた。 くことで、訪問先での学習に生徒の発想が拡

（人文社会学類 東京コース） がりやすくなった。
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２－２ 学類の専門性（学類コア科目）

能力の伸張に、どのような学習活動が効果的 左の学習活動を通じて、生徒の能力を伸ばす

であったか教えてください。 ために、どのような指導の工夫をしたか、具

体的に記述ください。

①古典作品から現代小説まで、様々な作品に ①様々なジャンルの作品に触れさせ、各自の

、ついて調査研究させた。普段の授業では見え 興味がどこにあるか自分で調査し気づかせて

ない気づきや発見があり、自分の関心を深め それを深め、まとめ、発表させ、相互評価さ

ることができた 学類コア科目 文学探究 せた。他者の関心を知ることで自分の興味の。（ ）

幅が広がった。

②英語によるディベートをさせた。 ②肯定的、否定的に分かれ、それぞれのテー

（学類コア科目「GLOBAL STUDIES ） マについて証拠資料を探し、自分達のチーム」

の主張をより強固な説得力有るものした。

３ 海外での体験活動等

能力の伸張に、どのような学習活動が効果的 左の学習活動を通じて、生徒の能力を伸ばす

であったか教えてください。 ために、どのような指導の工夫をしたか、具

体的に記述ください。

①自分の英語力の不足を実感させることがで ①同年代の異国の生徒をバディにしたり、海

きた。 外の同学年の学校を訪問し、交流したりする

（海外文化体験研修） 機会を多く設けた。

②スカイプ交流で情報交換を事前にしてお ②海外の高校生の学習に対する熱意、英語力

き、また事前に授業で、韓国や韓国語につい の高さに刺激を受け、学習意欲が高まった。

て学習させてから交流に臨ませた。

（海外 学類研修）

③海外の高校の寮での宿泊やホームステイを ③事前に日本の文化や伝統を紹介できるよう

させた。 調べさせた。

（海外 学類研修）

④異国の同年代の生徒同士の交流や、海外の ④海外の異なる文化を学習する活動を通して

人とふれあう機会を多くもうけた。 日本との違いを認識し、同じ人間としての交

（海外 学類研修） 流のあり方を知った。

、 、⑤自分達だけで外国の町を移動させた。困っ ⑤個々の行事において 教員はそばにいるが

たことを多く体験できた。 出来るだけ頼らせないようにした。

（海外修学研修）

⑥茶道部で韓国の学生を受け入れ、自国の文 ⑥茶道や英語も交えて説明したり、ゆかたの

化を分かりやすく伝えたり、関心をもっても 着付けなどを体験したりする活動を用意する

らうための工夫を考えたりさせた。このこと 中で、部員達が自らが主体的に考え、どうす

で思考力やコミュニケーション能力が高まっ れば喜んでもらえるか工夫をこらせるよう取

た （訪問団受入） り組ませた。。
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⑦研究成果を英語で発表させた。 ⑦シンプルな英語を用いて、相手に分かりや

（海外修学研修） すく伝える工夫をするよう指導した。

⑧訪問団と一緒授業を受けさせた。訪問生徒 ⑧できるだけ多くの訪問団と交流できるよう

の語学力の高さがわかり意欲がわいた。 工夫した。

（訪問団受入）

４ 教科指導

能力の伸張に、どのような学習活動が効果的 左の学習活動を通じて、生徒の能力を伸ばす

であったか教えてください。 ために、どのような指導の工夫をしたか、具

体的に記述ください。

①グループによる解答作り、また、グループ ①生徒から考えを引き出す質問を工夫した。

間発表を通じて全員で取り組む解答作りをさ グループでの解答を他のグループが協議、そ

せた （国語） の後、互いで意見交換する場を設定した。。

②文法などで、互いに問題を出しあう学習活 ②相互に採点する際に励ましや、コメントを

。 、 。動をさせた （国語） 入れるよう指導し 学びあう雰囲気を作った

③小説教材で登場人物の考えや、生き方をど ③平素から周囲と相談する時間を授業内でと

う思うかグループで討議させた （国語） るなどして、自分の考えをいいやすい環境を。

作っておく。

④教材に関するテーマでプレゼンテーション ④生徒が興味や関心をもって設定したテーマ

をさせた （国語） に加え、甘口、辛口のコメントをさせた。。

⑤古典世界と現代を比較させた （国語） ⑤それぞれの相違点や共通点を探すことで、。

人間社会の一般性や普遍性を考えさせた。

⑥漢詩を英訳する学習を行った （国語） ⑥積極性や主体性、知的好奇心をふまえ学習。

。 、活動を工夫した その作品の読解力も深まり

また、詩のもつ世界観を失うことなく英訳す

ることで、語学力の向上にもつながった。

⑦現象について、何故かといった疑問に対し ⑦結果をすぐ示さず、予想させた後に現象を

て、１つの予想を立てさせた （地理歴史） 説明した。。

⑧裁判事例を考察させた （地理歴史） ⑧独りよがりな見方をしないよう、複数の視。

点から考えさせた。

⑨例題について生徒に考えさせ、疑問点を話 ⑨教科書をしっかり読ませ、疑問点に印を付

し合わせた （数学） けさせ、ペアワークで話し合わせた。。

⑩班単位で問題を解き、解説させた。難問も ⑩問題の解説を生徒にさせ、補足が必要なと

協力しながら理解を深めた （数学） きはポイントをおさえながら質問を交えて説。

明した。
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⑪ゼミ形式にして 生徒に教師を演じさせた ⑪間違っているところを生徒同士で指摘しあ、 。

（数学） い、不十分なところを突っ込んだり、深く解

説したりした。

⑫教科書に関連し生物学の先進的な内容や、 ⑫リーダー以外への指導はできるだけ控え、

身近な内容を題材にして、グループで実験・ 各自が判断してコミュニケーションをとるよ

実習に取り組ませた （理科） う配慮した。。

、⑬本時のまとめをマインドマップになるよう ⑬教科書やプリントからまとめるのではなく

な形で毎回班でまとめさせた （理科） 班員と話をしてまとめるよう指導した。。

⑭読み取った内容を自分の言葉にして英語で ⑭QAを行う際に、どのように自分の言葉で簡

伝えたり、書いたりするリテリング活動や話 単に言い換えるかを示させる。相手からは改

し合いをさせた （外国語） 善点と良い点のコメントを言わせ、学びあい。

の姿勢を育てた。

⑮TTによるグループ活動をさせた。 ⑮グループのメンバーやALTに理解してもら

（外国語） い、質問を受け答えすることで達成感を感じ

させるようにした。

⑯授業でペアグループ活動を多くさせた。 ⑯生徒の興味関心にあうレベルの活動を提示

（外国語） しながら、新テストで求められる学力の育成

につながる活動を考慮した。

⑰批判的思考力や自分の意見を発表する力の ⑰常に、否定、賛成どちらの意見も大切にす

育成を意識して、ディベートをさせた。 る指導をした。特に論拠を大切にさせた。

（保健体育）

⑱活動の様子を動画にとり、パワーポイント ⑱現状と解決策をデータから考察させた。

を使い報告させ、振り返らせた。

（保健体育）

⑲個人の作品の制作途中に相互チェックさせ ⑲導入段階で目的と学習の道筋について理解

た （芸術） させる時間をとった。。

⑳海外の音楽事情を紹介させた （芸術） ⑳オペラの流れと西洋音楽の流れをリンクさ。

せた。

㉑４～５人で１枚の提出物を作成させた。 ㉑生徒の様子を見ながら合理的に分担する方

（家庭） 法をアドバイスした。
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Q
１

　
　
左
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
校
の
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力

が
つ
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

Q
2

　
Q
１
の
力
は
、
S
G
H
で
の
、
ど
の
よ
う
学
習
が
影
響
し
た

と
思
い
ま
す
か
。

Q
３

　
Q
２
に
よ
う
な
学
習
に
向
け
て
、
あ
な
た
が
指
導
で
工
夫

し
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

G
L
O
B
A
L
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
の
課
題
研
究
で

の
指
導

学
類
コ
ア
科
目
な
ど
、
学
類
で
の
専

門
的
な
学
習
で
の
指
導

海
外
修
学
研
修
や
海
外
文
化
体
験
研

修
な
ど
の
海
外
で
の
体
験
活
動
で
の

指
導

宿
泊
研
修
や
翠
緑
祭
な
ど
の
特
別
活

動
で
の
指
導

教
科
指
導
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の
指
導

S
G
H
に
関
す
る
取
組
や
関
連
す
る
取
組
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
じ
て
、
S
G
H
で
目
指
す
能
力
に
、
ど
う
い
っ
た
指
導
が
効
果
が
あ
っ
た
か
を
検
証
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
先
生
方
の
指
導
で
効
果
的
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
生
徒
の
変
容
に
つ
な
が
っ
た
取
組
が
あ
れ
ば
、
次
の
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

氏
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

【
参
考
　
S
G
H
で
育
て
る
資
質
や
能
力
】

主
体
的
に
考
え
る
態
度
、
チ
ー
ム
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
知
的
好
奇
心
、
専
門
性
の
深
化

思
考
力
、
判
断
力
、
創
造
性
、
学
習
意
欲
、
海
外
進
学
意
識
、
異
文
化
へ
の
理
解
、
語
学
力
の
向
上
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授
業
実
践
例

国
語
・
国
語
総
合
（
現
代
文
）

１
年
次
4
0
名

教
科
・
科
目

年
次
・
生
徒
数

評
論

単
元
（
題
材
）

問
い
立
て
を
通
じ
て
他
者
と
対
話
し
な
が
ら
多
様
な
意
見
を
共
有
す
る

単
元
の
目
標

「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
く
女
子
学
生
」
渡
辺
裕

使
用
教
材

１
指
導
に
よ
り
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
や
能
力
（
次
か
ら
選
び
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）

①
主
体
的
に
考
え
る
態
度

２
チ
ー
ム
力

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

４
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

５
知
的
好
奇
心

６
専
門
性

⑦
思
考
力

８
判
断
力

９
表
現
力

1
0
創
造
性

1
1
学
習
意
欲

1
2
海
外
進
学
意
識

1
3
異
文
化
へ
の
理
解

1
4
語
学
力
の
向
上

２
１
の
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
指
導
の
工
夫

投
げ
込
み
教
材
に
す
る
こ
と
で
、
全
員
が
そ
の
場
で
考
え
ら
れ
る
状
況
に
す
る
。

・ ・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
自
分
の
意
見
を
付
箋
に
書
き
、
他
者
と
対
話
し
な
が
ら
意
見
の
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

３
指
導
の
展
開
例

学
習
活
動
（
生
徒
の
立
場
で
書
く
）

指
導
・
支
援
上
の
配
慮
事
項

１
時
間
目

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
全
員
に
配
付
す
る
。

１
．
テ
キ
ス
ト
を
読
み
、
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ
て
い
る
・
｢
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
「
良
妻
賢
母
」
｢
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
な
ど

」

実
社
会
の
状
況
を
ま
と
め
る
。

の
語
彙
を
辞
書
で
調
べ
さ
せ
、
時
代
背
景
に
つ
い
て
説
明

を
補
足
す
る
。

２
．
自
分
が
知
っ
て
い
る
類
似
し
た
実
社
会
の
状
況
を
・
楽
器
以
外
に
も
性
差
の
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
る
も
の

隣
同
士
で
話
し
合
い
、
発
表
す
る
。

や
、
男
女
の
役
割
が
固
定
し
て
い
る
も
の
等
を
挙
げ
さ
せ

る
。

、
。

３
．
筆
者
の
主
張
を
ま
と
め
る
。

・
論
理
展
開
や
構
成
を
理
解
さ
せ
主
張
を
捉
え
さ
せ
る

４
．
テ
キ
ス
ト
本
文
に
対
す
る
読
了
時
の
｢
問
い
｣
を
作
・
ク
ラ
ス
全
員
分
の
｢
問
い
｣
を
列
挙
し
た
プ
リ
ン
ト
を
作

り
、
提
出
す
る
。

成
し
て
お
く
。

２
時
間
目

〈
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
〉

５
．
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
立
て
た
問
い
に
目
を
通
す
。

・
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
｢
問
い
」
に
目
を
通
さ
せ
る
。

６
．
自
分
の
立
て
た
｢
問
い
」
を
付
箋
に
書
き
、
グ
ル
・
グ
ル
ー
プ
内
で
出
た
｢
問
い
｣
を
分
類
し
、
テ
キ
ス
ト
に

ー
プ
内
で
分
類
し
話
し
合
っ
て
根
源
的
な
｢
問
い

答
え
が
あ
る
も
の
や
主
張
か
ら
逸
れ
て
い
る
も
の
は
協
議

、
」

を
作
る
。

し
、
根
源
的
な
「
問
い
」
と
な
る
よ
う
に
話
し
合
い
を
さ

せ
る
。

７
．
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
立
て
た
根
源
的
な
｢
問
い
」
を
・
｢
問
い
」
が
根
源
的
な
｢
問
い
」
に
近
づ
い
て
い
る
か
を

黒
板
に
書
い
て
発
表
す
る
。

生
徒
と
確
認
す
る
。

８
．
自
分
の
修
正
し
た
｢
問
い
」
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

記
入
し
提
出
す
る
。

＊
「
問
い
」
立
て
の
重
要
性
を
確
認
す
る
。

（
課
題
）
自
分
の
意
見
・
立
場
を
明
確
に
し
て
、
エ
ッ

セ
イ
を
書
く
。

４
実
践
し
た
こ
と
で
の
成
果
（
生
徒
の
変
容
の
様
子
な
ど
具
体
的
な
変
化
）

・
｢
問
い
」
立
て
の
仕
方
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
生
徒
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
と
、
自
身
を
取
り
巻
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
、
自
分
の
意
見
を
書
け

て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。

・
生
徒
が
社
会
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
｢
新
書
を
読
む
！
」
と
い
う
次
の
取
り
組
み
に
ス
ム
ー
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。

授
業
実
践
例

地
理
歴
史
・
日
本
史
Ｂ

年
次
・
生
徒
数

２
年
次
3
6
名

教
科
・
科
目

室
町
時
代
の
文
化

単
元
(題
材
)

中
世
社
会
の
多
様
な
展
開
，
文
化
の
特
色
と
そ
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る

単
元
の
目
標

詳
説
日
本
史
（
山
川
出
版
、
新
詳
日
本
史
（
浜
島
書
店
、
自
作
ま
と
め
プ
リ
ン
ト

使
用
教
材

）
）

１
指
導
に
よ
り
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
や
能
力
（
次
か
ら
選
び
囲
ん
で
く
だ
さ
い
）

①
主
体
的
に
考
え
る
態
度

２
チ
ー
ム
力

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

４
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

５
知
的
好
奇
心

６
専
門
性

７
思
考
力

８
判
断
力

９
表
現
力

1
0
創
造
性

⑪
学
習
意
欲

1
2
海
外
進
学
意
識

1
3
異
文
化
へ
の
理
解

1
4
語
学
力
の
向
上

２
１
の
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
指
導
の
工
夫

・
事
前
に
配
付
し
た
ま
と
め
プ
リ
ン
ト
を
活
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
取
り
上
げ
る
歴
史
事
項
を
精
選
さ
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
及
び
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
お
く
。

・
班
別
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
歴
史
に
は
様
々
な
見
方
が
存
在
し
得
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
に

対
し
て
討
議
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。

３
指
導
の
展
開
例

学
習
活
動
（
生
徒
の
立
場
で
書
く
）

指
導
・
支
援
上
の
配
慮
事
項

１
．
ま
と
め
プ
リ
ン
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
歴
史
事
項

教
科
書
の
記
述
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
単
に
そ
の
棒
読

か
ら
一
つ
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
み
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
前
後
の
時
代
の
事
象
と
比
較
し

的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
を
簡
潔
に
説
明
す
な
が
ら
自
ら
の
言
葉
で
説
明
す
る
よ
う
に
促
す
。

る
。

２
．
班
（
４
～
５
名
で
構
成
）
の
中
で
、
お
互
い
に
発

各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
て
何
か
一
つ
発
言
す

言
者
の
発
表
内
容
に
つ
い
て
疑
問
点
等
が
あ
れ
ば
質
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
受
け
身
の
態
度
に
終
わ
ら
な
い
よ

問
及
び
、
補
足
説
明
を
促
す
。

う
指
導
す
る
。

３
．
発
表
者
以
外
の
班
員
で
発
表
内
容
に
つ
い
て
そ
の

一
人
の
発
表
に
時
間
を
割
き
す
ぎ
、
冗
漫
な
雰
囲
気
に

説
明
の
論
旨
の
明
確
性
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
価
な
ら
な
い
よ
う
、
適
当
な
時
間
配
当
を
を
設
定
す
る
。

す
る
。

４
．
班
員
全
員
に
つ
い
て
前
記
の
行
為
を
繰
り
返
す
。

４
実
践
し
た
こ
と
で
の
成
果
（
生
徒
の
変
容
の
様
子
な
ど
具
体
的
な
変
化
）

・
歴
史
的
事
象
に
関
し
て
、
単
な
る
機
械
的
暗
記
に
陥
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

意
義
に
つ
い
て
考
え
る
態
度
が
実
施
前
と
比
較
し
て
見
え
て
き
た
。

・
新
た
な
史
料
等
の
発
見
に
よ
り
従
来
の
定
説
が
覆
り
、
教
科
書
の
記
述
が
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
学
に
も
「
動

き
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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授
業
実
践
例

数
学
・
数
学
演
習
Ⅱ
β

３
年
次
1
8
名

教
科
・
科
目

年
次
・
生
徒
数

問
題
演
習

単
元
(題
材
)

難
解
な
問
題
を
解
く
こ
と
で
、
数
学
的
な
思
考
力
を
身
に
つ
け
る

単
元
の
目
標

改
訂
版
メ
ジ
ア
ン
数
学
演
習
Ⅰ
･
Ⅱ
･
Ａ
･
Ｂ

使
用
教
材

１
指
導
に
よ
り
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
や
能
力
（
次
か
ら
選
び
囲
ん
で
く
だ
さ
い
）

①
主
体
的
に
考
え
る
態
度

２
チ
ー
ム
力

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

④
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

５
知
的
好
奇
心

６
専
門
性

⑦
思
考
力

８
判
断
力

⑨
表
現
力

創
造
性

学
習
意
欲

1
0

⑪

海
外
進
学
意
識

異
文
化
へ
の
理
解

語
学
力
の
向
上

1
2

1
3

1
4

２
１
の
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
指
導
の
工
夫

・
６
人
ず
つ
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。

・
解
答
を
板
書
す
る
人
、
板
書
を
説
明
す
る
人
な
ど
グ
ル
ー
プ
内
で
分
担
さ
せ
る
。

・
説
明
を
聞
い
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
決
め
さ
せ
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
移
動
し
問
題
を
説
明
さ
せ
る
。

・
振
り
返
り
の
た
め
の
用
紙
を
配
り
、
授
業
の
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
提
出
さ
せ
る
。

３
指
導
の
展
開
例

学
習
活
動
（
生
徒
の
立
場
で
書
く
）

指
導
・
支
援
上
の
配
慮
事
項

１
．
解
答
を
板
書
す
る
。

・
１
時
間
に
２
問
の
問
題
を
１
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
解
く
よ

う
に
指
示
し
、
解
く
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
内
で
相
談
し
て
決

め
さ
せ
る
。

・
板
書
し
て
い
る
間
に
、
振
り
返
り
の
た
め
の
用
紙
を
配

付
す
る
。

、
２
．
板
書
し
た
解
答
を
説
明
す
る
。

・
解
説
を
聞
く
生
徒
が
理
解
す
る
時
間
が
と
れ
る
よ
う
に

説
明
す
る
速
さ
や
小
問
ご
と
に
質
問
の
時
間
を
取
る
な
ど

説
明
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

３
．
説
明
を
聞
き
、
理
解
で
き
な
い
箇
所
に
つ

い
て
・
各
班
か
ら
質
問
が
出
る
よ
う
に
促
す
。

の
質
問
を
す
る
。

・
問
題
の
内
容
の
難
易
度
に
合
わ
せ
て
質
問
事
項
を
追
加

し
た
り
、
解
説
者
が
回
答
に
窮
し
た
と
き
な
ど
に
は
助
言

を
し
た
り
す
る
。

・
解
説
終
了
後
に
解
答
を
配
付
す
る
。

４
．
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
代
表
を
１
名
選
出
し
、

他
・
代
表
者
の
説
明
が
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る

の
グ
ル
ー
プ
に
移
動
し
て
問
題
を
グ
ル
ー

プ
内
で
説
か
確
認
し
な
が
ら
机
間
指
導
す
る
。

明
す
る
。

５
．
振
り
返
り
の
た
め
の
用
紙
に
問
題
ご
と
に

記
入
・
振
り
返
り
の
内
容
を
よ
り
詳
し
く
書
く
よ
う
に
指
導
す

し
、
グ
ル
ー
プ
で
集
め
て
提
出
す
る
。

る
。

４
実
践
し
た
こ
と
で
の
成
果
（
生
徒
の
変
容
の
様
子
な
ど
具
体
的
な
変
化
）

・
最
初
は
、
お
ぼ
つ
か
な
い
説
明
で
あ
っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、

ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
ら
相
手
に
伝
わ
る
か
考
え
な
が
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
質
問
へ
の
対
応
も
、
あ
ら
か
じ
め
予
想
で
き
る
も
の
も
予
定
外
の
も
の
も
自
分
な
り
の
言
葉
で
答
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

・
振
り
返
り
に
つ
い
て
は
、
図
や
式
を
使
っ
て
具
体
的
な
内
容
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

 

授
業
実
践
例

 
 
教

科
・
科

目
名
 

理
科
・
生
物
 

対
象

生
徒
 

３
年
次
 
2
0
名
 

単
元
 

 
動
物
の
発
生
 

単
元

の
目

標
 
 
動
物
の
配
偶
子
形
成
と
受
精
、
初
期
発
生
の
過
程
及
び
細
胞
の
分
化
と
形
態
形
成
の
し
 

く
み
を
理
解
さ
せ
る
 

使
用

教
材
 

 
教
科
書
（
第
一
学
習
社
）
、
図
表
（
浜
島
書
店
）
、
ウ
ニ
発
生
過
程
の
写
真
カ
ー
ド
 

 
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
 

１
 

指
導

に
よ

り
身

に
付

け
さ

せ
た

い
資

質
や

能
力

（
次

か
ら

選
び

○
を

付
け

て
く
だ

さ
い

）
 

  
１

 
主

体
的
に

考
え
る

態
度
 

２
 
チ

ー
ム
力

 
③

 
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

能
力

 
４

 
プ
レ

ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン

能
力

 
 

  
５

 
知

的
好
奇

心
 
６

 
専

門
性

 
⑦

 
思
考

力
 

⑧
 
判

断
力

 
９

 
表
現

力
 

1
0
 
創

造
性

 
1
1
 
学

習
意

欲
 
 
 

 
 

 1
2
 
海

外
進

学
意

識
 

1
3
 
異

文
化

へ
の

理
解
 

1
4
 
語
学

力
の
向

上
 
 

 
２
 

１
の

能
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

の
指

導
の

工
夫

 

・
写
真
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
の
2
点
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
 

①
視
覚
的
な
情
報
を
元
に
、
様
々
な
思
考
を
想
起
し
た
り
、
自
分
の
意
見
の
根
拠
を
指
で
指
し
示
し
て
明
ら
か
に

し
た
り
す
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
。
 

②
ウ
ニ
の
発
生
過
程
を
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
を
比
較
し
、
論
理
的
に
思
考
す
る
材
料
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
班
活
動
に
よ
り
、
話
し
合
い
な
が
ら
、
学
ん
で
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
考
察
さ
せ
る
。
 

 
３
 

指
導

の
展

開
例

 
 

学
習

活
動

（
生

徒
の

立
場

で
書

く
）

 
 

指
導

・
支

援
上

の
配

慮
事

項
 

１
.
 
本
時
の
活
動
の
内
容
を
知
る
。
 

１
班
に
１
セ
ッ
ト
、
ウ
ニ
の
初
期
発
生
の
写
真
カ

ー
ド
と
１
人
１
枚
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
受
け
取
る
。
 

２
.
 
細
胞
の
大
き
さ
や
数
、
胚
の
形
な
ど
を
根
拠
に
、

話
し
合
い
な
が
ら
、
発
生
の
順
番
を
考
察
し
、
カ
ー
ド

を
並
べ
替
え
る
。
 

３
.
 
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
設
問
に
答
え
る
。
班
全
員
で
カ

ー
ド
を
見
て
話
し
合
う
。
答
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記

入
す
る
。
 

４
.
 
他
の
班
と
自
分
の
班
の
結
果
を
比
較
し
、
自
分
の

班
の
順
番
の
根
拠
を
説
明
す
る
。
ま
た
、
他
の
班
の
意

見
を
聞
く
。
 

 ５
.
 
ウ
ニ
の
発
生
過
程
を
図
表
で
確
認
し
た
後
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
答
え
を
発
表
し
な
が
ら
、
解
説
を
聞
き
要

点
を
学
ぶ
。
 

・
写
真
カ
ー
ド
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
、
本
時
の
活

動
の
説
明
を
す
る
。
 

 ・
机
間
指
導
を
し
、
考
え
る
ヒ
ン
ト
や
、
注
目
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
伝
え
る
。
 

 ・
話
し
合
い
が
活
発
に
な
る
よ
う
に
、
机
間
指
導
し
な
が

ら
発
問
す
る
。
 

・
比
較
さ
せ
る
際
、
正
解
の
班
が
無
い
場
合
は
、
発
問
に

よ
り
考
え
さ
せ
、
間
違
い
に
気
付
か
せ
る
。
ま
た
、
班
に

よ
る
違
い
が
あ
る
過
程
が
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
答
え
が
妥

当
か
自
分
た
ち
で
考
え
さ
せ
る
。
 

 ・
重
要
語
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に
お
け
る
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
す
る
。
 

 

４
 

実
践

し
た

こ
と

で
の

成
果

（
生

徒
の

変
容

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
変

化
）
 

・
・
自
分
の
目
で
確
か
め
な
が
ら
思
考
し
、
話
し
合
い
な
が
ら
得
た
情
報
は
頭
に
残
り
易
い
た
め
、
発
生
過
程
の
順
番

や
、
そ
の
要
点
が
よ
く
理
解
で
き
て
い
た
。
 

・
自
分
の
意
見
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
は
、
重
要
語
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
理
解

で
き
た
。
 

・
他
の
班
と
比
較
す
る
た
め
、
自
分
の
班
で
考
え
た
こ
と
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
、
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
、
出
た

意
見
を
ま
と
め
る
努
力
が
で
き
た
。
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授
業
実
践
例

 
教

科
・

科
目

 
英

語
・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
英

語
Ⅱ

 
年

次
・
生

徒
数

 
２

年
次

 
4
0
名

 

単
元

(
題

材
)
 
 

T
r
y
 
B
r
a
i
n
t
e
a
s
e
r
s
!
 
難

問
に

挑
戦

し
よ

う
！

（
啓

林
館

「
E
L
E
M
E
N
T
 
Ⅱ

」
）

 
単

元
の

目
標

 
 

論
理

パ
ズ

ル
を

英
語

で
読

み
取

り
、

楽
し

み
な

が
ら

謎
を

解
く

 
使

用
教

材
 

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

プ
リ

ン
ト

、
教

科
書

 
１
 

指
導

に
よ

り
身

に
付

け
さ

せ
た

い
資

質
や

能
力

（
次

か
ら

選
び

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
）

 

 
①

 
主

体
的

に
考

え
る

態
度
 

２
 

チ
ー
ム

力
 

３
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
能

力
 

４
 
プ

レ
ゼ

ン
テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
 
 

 
⑤

 
知

的
好

奇
心

 
６

 
専
門

性
 

⑦
 
思

考
力

 
８

 
判
断

力
 

⑨
 
表

現
力

 
1
0
 
 
創
造

性
 

1
1
 
 
学

習
意

欲
 

 
 
1
2
 
 
海

外
進

学
意

識
 

1
3
 
 
異

文
化

へ
の
理

解
 

1
4
 
 
語

学
力

の
向

上
 
 

２
 

１
の

能
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

の
指

導
の

工
夫

 

本
時
に
取
り
組
む
難
問
は
、
荷
物
を
川
の
向
こ
う
岸
に
運
ぶ
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
る
男
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
日
男

が
扱
っ
て
い
た
の
は
、
１
匹
の
オ
オ
カ
ミ
、
１
匹
の
ヤ
ギ
、
そ
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
だ
っ
た
。
彼
の
小
さ
い
船
で
は
、
１
度
に

１
つ
の
も
の
し
か
運
べ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
オ
オ
カ
ミ
は
ヤ
ギ
を
、
ヤ
ギ
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
て
し
ま
う
。
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
３
つ
全
て
を
無
事
に
向
こ
う
岸
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
生
徒
に
は
、
本
文
に
あ
る
難
問
を
ゲ
ー
ム

感
覚
で
解
き
明
か
し
な
が
ら
、
英
語
を
読
む
楽
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

 
３
 

指
導

の
展

開
例
 

 

生
徒
の
学
習
活
動

 
指
導
・
支
援
上
の
配
慮
事
項

 
１
．
問
題
の
部
分
に
あ
た
る
本
文
の
音
声
を
聞
く
。

 
２
．
教
科
書
の
問
題
に
あ
た
る
本
文
を
読
む
。

 
３
．
本
文
の
日
本
語
要
約
シ
ー
ト
に
書
き
込
み
、
問
題
文
 

 
 
を
理
解
す
る
。

 
４
．
答
え
が
分
か
っ
た
生
徒
は
答
え
の
穴
埋
め
シ
ー
ト
に

 
 
 
答
え
を
書
き
込
む
。

 
５
．
他
の
人
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
に
図
を

 
 
 
描
い
て
、
説
明
す
る
内
容
を
考
え
る
。

 
６
．
ペ
ア
を
組
ん
で
、
英
語
で
方
法
を
説
明
す
る
。

 
７
．
発
表
の
希
望
者
を
集
い
、
全
体
の
前
で
教
材
提
示

 
 
 
装
置
を
使
っ
て
、
図
を
用
い
な
が
ら
説
明
さ
せ
る
。

 
８
．
正
答
と
穴
埋
め
の
答
え
を
確
認
す
る
。

 
   

  ・
予
習
を
あ
え
て
さ
せ
て
い
な
い
た
め
、
分
か
ら
な
い
単

語
な

ど
を

調
べ

る
時

間
を

と
れ

る
よ

う
十

分
に

配
慮

す
る
。

 
・
解
く
の
に
時
間
が
か
か
る
生
徒
は
、
先
に
ヒ
ン
ト
に
な

っ
て

い
る

答
え

の
穴

埋
め

シ
ー

ト
を

見
る

よ
う

に
指

示
す
る
。

 
   ・
な
に
が
こ
の
問
題
を
解
く
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
か
を

投
げ
か
け
、
次
時
に
つ
な
げ
る
。

 
４
 

実
践

し
た

こ
と

で
の

成
果

（
生

徒
の

変
容

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
変

化
）

 

・
使
わ
れ
て
い
る
単
語
は
難
し
く
な
く
、
英
文
と
し
て
も
難
易
度
は
低
い
の
で
ほ
ぼ
全
て
の
生
徒
が
問
題
文
を
理
解
し
て

お
り
、
問
題
を
解
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

 
・
「
運
ぶ
・
連
れ
て
行
く
」
と
い
う
表
現
が
説
明
の
中
で
多
く
出
て
く
る
が
、
同
じ
表
現
ば
か
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な

ん
と
か
工
夫
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

 
・
説
明
す
る
た
め
の
図
を
用
い
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
に
説
明
す
る
こ
と
を
準
備
の
段
階
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
受

け
ら
れ
た
。

 
   

 
 

授
業
実
践
例

 
教

科
・
科

目
 芸術・

美
術

 
年

次
・
生

徒
数

 
１

年
次

 
2
4
人

 
単

元
(題

材
)   鑑賞

 
単

元
の

目
標

 
  思った

り
感

じ
た

り
し

た
こ

と
を

具
体

的
に

作
品

の
中

に
指

摘
し

て
表

現
で

き
る

 
使

用
教

材
   生徒

作
品

、
鑑

賞
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
 

１
 

指
導

に
よ

り
身

に
付

け
さ

せ
た

い
資

質
や

能
力

（
次

か
ら

選
び

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
）

 

 
①

 
主

体
的

に
考

え
る

態
度

 
２

 
チ

ー
ム

力
 

③
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
 

４
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
 

 
５

 
知

的
好

奇
心

 
６

 
専

門
性

 
７

 
思

考
力

 
８

 
判

断
力

 
９

 
表

現
力

 
1
0
 
 
創

造
性

 
1
1
 
 
学

習
意

欲
 

 
 
1
2
 
 
海

外
進

学
意

識
 

1
3
 
 
異

文
化

へ
の

理
解

 
1
4
 
 
語

学
力

の
向

上
 
 

２
 

１
の

能
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

の
指

導
の

工
夫

 

・
鑑
賞

の
流

れ
を

ペ
ア

か
ら

小
グ
ル

ー
プ

、
個

人
の

振
り

返
り
の

順
と

す
る

。
 

・
ペ
ア

鑑
賞

で
は

、
質

問
と

回
答
を

交
代

で
行

わ
せ

る
。

 
・
個
人

の
振

り
返

り
を

深
め

さ
せ
る

た
め

、
小

グ
ル

ー
プ

で
の
意

見
交

換
を

行
う

。
 

・
鑑
賞

す
る

作
品

は
生

徒
自

身
が
制

作
し

た
作

品
を

使
用

す
る
。

 
３
 

指
導

の
展

開
例
 

 

生
徒
の

学
習

活
動

 
指
導
・

支
援

上
の

配
慮

事
項

 
１
．
本

時
の

目
標

と
鑑

賞
の

流
れ
を

聞
く

。
 

 

 ２
．
ペ

ア
鑑

賞
で

の
質

問
事

項
を
考

え
る

。
 

  

 ３
．
ペ

ア
で

相
互

鑑
賞

を
す

る
。

 

 
 
質

問
者

と
回
答

者
を

交
代

で
行
う

。
 

 

４
．
教

室
内

で
他

の
生

徒
の

作
品
を

鑑
賞

す
る

。
 

   ５
．
ク

ラ
ス

の
作

品
に

つ
い

て
グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

う
。

 

他
の
人

の
見

方
や

感
じ

た
こ

と
を
知

り
、
自
己

の
鑑

賞
を

深
め
る

。
 

 ６
．
自

分
の

作
品

を
振

り
返

り
、
感

想
を

書
く

。
（

５
分

）

 

・
鑑
賞

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
全

員
に
配

付
す

る
。

 

・
本
時

の
目

標
と

鑑
賞

の
流

れ
に
つ

い
て

説
明

す
る

。
 

 ・
質

問
や

回
答

が
建

設
的

で
，

具
体

的
な

表
現

に
な

る
よ

う
に
指

示
す

る
。

 

 ・
活
発

に
や

り
と

り
が

で
き

て
い
る

か
観

察
す

る
。

 

  ・
ク

ラ
ス

内
の

作
品

を
鑑

賞
し

、
制

作
者

へ
簡

潔
な

コ
メ

ン
ト
を

残
さ

せ
る

。
 

 ・
グ
ル

ー
プ

で
リ

ー
ダ

ー
を

決
め
さ

せ
る

。
 

   ・
具
体

的
な

記
述

で
書

か
せ

る
。

 
４
 

実
践

し
た

こ
と

で
の

成
果

（
生

徒
の

変
容

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
変

化
）

 

・
ど
の

生
徒

も
活

発
な

鑑
賞

活
動
が

行
え

た
。

 
・

小
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
を

行
う

こ
と

で
、

個
人

の
振

り
返

り
が

深
ま

っ
た

こ
と

が
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

記
述

か
ら

読
み
取

れ
た

。
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授
業
実
践
例

 
 

教
科

・
科

目
 

家
庭
・
家
庭
基
礎
 

対
象
 

１
年
次
 
4
0
名
 

単
元
 

 
衣
服
の
手
入
れ
 

単
元

の
目

標
  

洗
剤
の
種
類
と
働
き
を
理
解
し
、
衣
類
表
示
に
基
づ
い
た
適
切
な
洗
濯
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

使
用

教
材
 
 
教
科
書
 
資
料
集
 
プ
リ
ン
ト
 
洗
濯
実
験
器
具
・
材
料
 
 
（
P
o
w
e
r
P
o
i
n
t
使
用
）
 

１
 

指
導

に
よ

り
身

に
付

け
さ

せ
た

い
資

質
や

能
力

（
次

か
ら

選
び

○
を

付
け

て
く
だ

さ
い

）
 

 
①

 
主

体
的

に
考

え
る

態
度

 
２

 
チ

ー
ム

力
 

３
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 
４

 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 

⑤
 
知

的
好

奇
心

 
６

 
専

門
性

 
７

 
思

考
力

 
８

 
判

断
力

 
９

 
表

現
力

 
1
0
 
創

造
性

 
1
1
 
学

習
意

欲
 

 

 
 
1
2
 
海

外
進

学
意

識
 

 
1
3
 
異

文
化

へ
の

理
解

 
1
4
 
語

学
力

の
向

上
 
 

２
 

１
の

能
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

の
指

導
の

工
夫
 

・
与

え
ら

れ
た

材
料

を
ど

の
よ

う
に

組
み

合
わ

せ
れ

ば
比

較
実

験
が

成
立

す
る

の
か

、
班

で
計

画
を

立
て

さ
せ

る
。

・
自

分
の

意
見

が
持

て
る

よ
う

に
、

結
果

・
考

察
・

結
論

は
ま

ず
個

人
で

メ
モ

さ
せ

、
そ

の
後

班
で

検
討

さ
せ

る
。

３
 

指
導

の
展

開
例

 

学
習

活
動

（
生

徒
の

立
場

で
書

く
）

 
指

導
・

支
援

上
の

配
慮

事
項

 

１
.
衣

服
の

取
扱

い
表

示
と

洗
剤

の
種

類
を

理
解

す
る

。

 ２
.
論

文
の

鉄
則

を
確

認
す

る
。

 
与

え
ら

れ
た

問
い

、
あ

る
い

は
自

分
で

立
て

た
問

い
に

 
対

し
て

、
１

つ
の

明
確

な
答

え
を

主
張

し
、

そ
の

主
張

を
論

理
的

に
裏

付
け

る
た

め
の

事
実

的
・

理
論

的
な

根
拠

を
提

示

し
て

主
張

を
論

証
す

る
。

 
 ３

.
各

班
で

洗
濯

実
験

の
計

画
を

立
て

る
。

 

ど
の

よ
う

な
問

い
を

設
定

し
、

ど
の

よ
う

な
洗

濯
実

験
を

す
れ

ば
、

誰
も

が
納

得
す

る
よ

う
な

結
論

を
導

き
出

す
こ

と

が
で

き
る

の
か

。
 

 ４
.
洗

濯
実

験
を

行
う

。
 

 

５
.
問

い
・
仮

説
・
方

法
・
結

果
・
考

察
・
結

論
に

つ
い

 
て

は
個

人
で

プ
リ

ン
ト

に
メ

モ
し

て
お

く
。

 

 ６
.
研

究
レ

ポ
ー

ト
を

班
で

１
枚

仕
上

げ
る

。
 

 ７
.
１

班
ず

つ
、

実
験

テ
ー

マ
と

結
果

を
発

表
す

る
。

 

・
制

服
の

取
扱

い
表

示
を

例
に

説
明

す
る

。
 

・
洗

濯
洗

剤
の

C
M
画

像
を

見
せ

な
が

ら
紹

介
す

る
。

 

 ・
論

文
の

鉄
則

を
確

認
し

、
本

時
は

洗
濯

実
験

と
い

う
手

法
を

使
っ

て
根

拠
を

提
示

す
る

こ
と

を
伝

え
る

。
 

 ・
洗

濯
方

法
を

説
明

す
る

。
水

と
洗

剤
の

入
っ

た
ポ

リ
ビ

ン
に

、
汚

れ
を

つ
け

た
試

験
布

を
入

れ
て

撹
拌

す
る

。
布

は
プ

ラ
カ

ッ
プ

の
水

で
す

す
い

で
、

ト
レ

ー
で

乾
か

す
。

洗
剤

･
･
･
A
）

お
し

ゃ
れ

着
用

（
中

性
・

す
す

ぎ
２

回
）

 

 
 

 
 

 
B
)
一

般
洗

濯
用

液
体

 
 
（

弱
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ
性

・
す

す
ぎ

２
回

）

 
 

 
 
 
 
C
）

液
体

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｸ
ﾄ
洗

剤
 
（

弱
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ
性

・
す

す
ぎ

１
回

）

 
 

 
 
 
 
D
）

 
 

 
〃

 
 

 
 
（

中
性

・
す

す
ぎ

１
回

）
 

 
 

 
 
 
 
E
）

 
 

 
〃

 
 
 
 
 
 
（

弱
酸

性
・

す
す

ぎ
１

回
）

 

試
験

布
･
･
･
 
綿

 
麻

 
羊

毛
 

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

 

汚
れ

･
･
･
 
コ

ー
ヒ

ー
 

ケ
チ

ャ
ッ

プ
 

各
種

ペ
ン

 

 

・
２

種
類

の
ポ

リ
ビ

ン
を

使
っ

て
で

き
る

洗
濯

実
験

の
例

を
示

し
、

各
班

で
計

画
を

立
て

さ
せ

る
。

 

蛍
光

ペ
ン

に
は

弱
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ
性

と
弱

酸
性

の
ど

ち
ら

が
効

果
的

か
 

 
 

撹
拌

回
数

は
汚

れ
落

ち
に

影
響

す
る

の
か

 

 
 

お
し

ゃ
れ

着
洗

い
は

本
当

に
繊

維
に

や
さ

し
い

の
か

 

４
 

実
践

し
た

こ
と

で
の

成
果

（
生

徒
の

変
容

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
変

化
）
 

洗
剤

・
汚

れ
・

試
験

布
を

ど
の

よ
う

に
組

み
合

わ
せ

れ
ば

比
較

実
験

が
成

立
す

る
の

か
、

班
ご

と
に

計
画

を
立

て

さ
せ

た
こ

と
で

、
生

徒
は

積
極

的
に

実
験

に
臨

ん
だ

。
し

か
し

先
を

見
通

す
力

の
な

い
班

は
、

す
べ

て
を

同
じ

条
件

に
し

た
り

、
複

数
の

異
な

る
条

件
を

設
定

し
た

り
し

て
、

比
較

不
可

能
に

な
っ

た
。

「
事

実
的

・
論

理
的

な
根

拠
」

を
提

示
す

る
経

験
は

、
1
0
月

以
降

の
課

題
研

究
に

活
か

さ
れ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

  

 
 

授
業
実
践
例

 
教

科
・
科

目
 国際教養

学
類

コ
ア

科
目

(
P
r
a
c
t
i
c
a
l
 W
r
i
t
i
n
g
)

 対
象

 
３

年
次

 
3
0
名

 
単

元
  ４

理
由

の
表

現
 

F
u
r
t
h
e
r
 E
x
e
r
c
i
s
e「

G
a
p
 Y
e
a
r
の

是
非

」
（

数
研

出
版
「

W
r
i
t
e
 t
o
 t
h
e
 P
o
i
n
t
」
）

 
単

元
の

目
標

 
 

理
由

を
表

す
表

現
を

効
果

的
に

用
い

て
、

自
ら

の
意

見
を

論
理

的
に

書
く

 
使

用
教

材
  自作

プ
リ

ン
ト

、
数

研
出

版
「

W
r
i
t
e
 
t
o
 
t
h
e
 
P
o
i
n
t
」

よ
り

 
１
 

指
導

に
よ

り
身

に
付

け
さ

せ
た

い
資

質
や

能
力

（
次

か
ら

選
び

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
）

 

 
①

 
主

体
的

に
考

え
る

態
度

 
２

 
チ

ー
ム

力
 

３
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 
４

 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 
 

 
５

 
知

的
好

奇
心

 
６

 
専

門
性

 
⑦

 
思

考
力

 
８

 
判

断
力

 
９

 
表

現
力

 
1
0
 
創

造
性

 
1
1
 
学

習
意

欲
 

 

 
 
⑫

 
海

外
進

学
意

識
 

 
⑬

 
異

文
化

へ
の

理
解

 
1
4
 
語

学
力

の
向

上
 
 

２
 

１
の

能
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

の
指

導
の

工
夫

 

・
G
a
p
 
Y
e
a
r
時

の
活

動
事
例

を
調
べ

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
情
報

収
集

の
在

り
方

と
そ

の
情
報

の
英

作
文

へ
の

取
り

入

れ
方
を

考
え

さ
せ

る
。

ま
た

、
海
外

の
事

例
に

興
味

を
持

た
せ
る

。
 

・
論
理

的
に

適
切

で
な

い
英

作
文
例

を
提

示
し

、
な

ぜ
適

切
で
な

い
の

か
を

グ
ル

ー
プ

で
考
え

さ
せ

る
 

・
生
徒

が
相

互
に

添
削

・
コ

メ
ン
ト

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
論
理

的
表

現
力

を
高

め
る

。
 

３
 

指
導

の
展

開
例

 

生
徒

の
学

習
活

動
 

指
導

・
支

援
上

の
配

慮
事

項
 

０
.
教

員
の

導
入

を
聞

く
 

[
H
W
]
１

.
 
G
a
p
 
Y
e
a
r
に

関
す

る
新
聞

記
事

を
読

む
 

２
.
 
関

連
資

料
を

収
集

し
、

そ
の
利

点
と

欠
点

を
考

え
る

 

・
G
a
p
 
Y
e
a
r
の

概
念

を
説

明
し

、
興

味
づ

け
を

行
う

 

・
生

徒
の

自
主

的
な

資
料

収
集

を
促

す
た

め
、

最
低

限
の

内
容

（
制

度
の

目
的

、
活

動
内

容
、

現
状

）
を

提
示

す
る

に
留

め
る

 

１
時

間
目

 
 

１
.
３

人
程

度
の

グ
ル

ー
プ

で
、

利
点

と
欠

点
お

よ
び

調
べ

て
き

た
内

容
を

シ
ェ

ア
す

る
 

２
.
 
G
a
p
 
Y
e
a
r

の
肯

定
派

、
否

定
派

、
ジ

ャ
ッ

ジ
に

分
か

れ
、

グ
ル

ー
プ

同
士

で
討

論
を

す
る

 

３
.
 討

論
の

勝
敗

を
ジ

ャ
ッ

ジ
が
決

定
し

、
伝

え
る

。
討

論
を

振
り
返

り
、

何
が

勝
敗

の
決

め
手

に
な

っ
た

か
を

考
え

る
 

４
.
 
ク

ラ
ス

全
体

で
３

.
で

話
し
合

っ
た

内
容

を
シ

ェ
ア

す
る
 

[
H
W
]
 
討

論
の

内
容

を
ふ

ま
え

て
、

英
作

文
の

第
一

稿
を

書
く
 

・
た

だ
書

い
て

き
た

内
容

を
交

換
し

て
見

せ
合

う
の

で
は

な
く

、
言

葉
で

伝
え

る
よ

う
指

示
す

る
 

・
２

年
次

G
l
o
b
a
l
 S
t
u
d
i
e
s
で

習
っ

た
デ

ィ
ベ

ー
ト

の
や

り
方

を
思

い
出

し
な

が
ら

実
践

さ
せ

る
 

・
反

対
意

見
と

そ
れ

に
対

す
る

反
駁

を
想

定
す

る
こ

と
は

、
説

得
力

の
あ

る
文

を
書

く
の

に
必

要
で

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
 

・
各

班
か

ら
出

さ
れ

た
利

点
や

欠
点

を
ま

と
め

、
必

要
に

応
じ

て
補

足
す

る
 

２
時

間
目

 
 

１
.
 同

一
テ

ー
マ

で
書

か
れ

た
、
論

理
的

に
妥

当
で

な
い

文
例

２
種
を

読
み

、
個

人
で

問
題

点
を

考
え

る
 

２
.
 問

題
点

を
グ

ル
ー

プ
で

シ
ェ
ア

し
、
そ

の
後

ク
ラ

ス
全

体
で

も
シ

ェ
ア

す
る

 

３
.
 
H
W

で
書

い
て

き
た

英
作

文
第

一
稿

を
交

換
し

、
最

低
２

人
に

良

い
点

と
改

善
点

を
コ

メ
ン

ト
す

る
 

 
[
H
W
]
コ

メ
ン

ト
を

元
に

第
二

稿
を

書
く

 

・
机

間
指

導
を

し
な

が
ら

、
議

論
が

進
ん

で
い

な
い

グ
ル

ー
プ

を
補

助
す

る
 

・
添

削
時

の
ポ

イ
ン

ト
を

ま
と

め
る

 

   ・
翌

授
業

で
回

収
し

、
添

削
・

コ
メ

ン
ト

を
す

る
 

４
 

実
践

し
た

こ
と

で
の

成
果

（
生

徒
の

変
容

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
変

化
）

 

・
実

施
前

は
「

表
現

が
わ

か
り

や
す

い
」

と
か

「
あ

な
た

の
意

見
の

こ
の

点
に

賛
成

だ
」

と
い

っ
た

漠
然

と
し

た
コ

メ
ン

ト
が

多
か

っ
た

が
、

本
時

だ
け

で

な
く

そ
の

後
の

同
様

の
活

動
に

お
い

て
、

コ
メ

ン
ト

の
客

観
性

や
反

論
を

想
定

し
た

助
言

・
必

要
な

情
報

を
問

う
よ

う
な

質
問

が
増

え
た

。
 

・
以

前
は

論
理

が
飛

躍
し

た
英

作
文

が
多

く
見

ら
れ

た
が

、
多

少
大

き
く

飛
躍

し
た

回
答

は
減

っ
た

。
 

・
問

題
点

の
話

し
合

い
ま

で
を

含
め

全
て

英
語

に
よ

る
活

動
が

で
き

る
か

と
い

う
不

安
も

あ
っ

た
が

、
何

と
か

伝
え

よ
う

と
す

る
姿

勢
が

多
く

見
ら

れ
た

。
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（５）スーパーグローバルハイスクールに関するアンケート調査（卒業生調査）
① 調査の概要

３年間SGHの研究開発の対象であった、平成28年度及び平成29年度の卒業生を対象に
SGHでの取組が、大学入学後の学習、将来の進路、海外への進学意識等に影響を与えた
かどうかを検証するために調査した。

② 調査の結果
147名の卒業生から回答があった。調査の結果は次のとおりである。

(ア)あなたは高校在学中にSGHや、関連するプログ
ラムに取り組んだことで大学等の進路や将来の職
業志望などについて影響を受けましたか？（N=147）

（イ）①から⑤のSGHでの学習は、現在の大学等での
学びや、将来の職業志望に必要な能力を伸ばすた
めに役立っていますか？「役立っている」「どちら
かといえば役立っている」と思う学習を選択して
ください。（複数選択可 N＝147）

① 生徒自らによる探究課題設定 ② フィールドワーク、調査データ収集・分析
③ 日本語でのディスカッションないしはディベート
④ 日本語でのプレゼンテーション実践 ⑤ 日本語での課題研究レポート作成

（ウ）次のAからFの学習は、現在の大学等での学び
や、将来の職業志望に必要な能力を伸ばすために
役立っていますか？(N=147)
A 外国人教員（ALTやEnglish Teacher、外国人
TA)による授業

B 海外文化体験研修（１年次に実施）
C 海外での学類研修（２年次に実施）
D 来校した海外生徒との交流経験
E 英語でのディスカッションないしは
ディベート

F 英語でのプレゼンテーション

（エ）岡山城東高校で、SGHや、関連するプログラ
ムを受講したことで、グローバルな視野（地球俯
瞰的思考力、異文化理解力、国際理解、日本人ア
イデンティティ）や主体的・協力的実践力（積極
性、チャレンジ精神、チーム力、語学力、コミュ
ニケーション力）が身に付いたと思いますか。
(N=147)

③ 結果の分析
「高校在学中にSGHに取り組んだことで、大学等の進路、将来の職業志望などについ

て影響を受けたか」といった質問に対しては、38％の卒業生が影響を受けたと回答して
いるが、文系学部への進学者が約50％であるのに対し、理系学部の進学者については、
18％と低くSGHの取組は文系進学者への影響が大きいと考えられる。また、「現在の大
学等での学びや、将来の職業志望に必要な能力を伸ばすために役立っていますか」の質
問では、海外に出かけて行く研修が役立ったと体験者の60％以上が回答しており、現地
に出かけることの効果が実証されている。
「グローバルな視野や主体的・協力的実践力が身に付いたか」といった本事業の目標
に対しての質問に80％以上の卒業生が肯定的な回答をしている。実際に大学に入学して、
SGHでの取組が役立っていることを実感して回答したものと思えるので、今後もSGHでの
取組は継続していく必要があると思われる。

とても

受けた

どちらか

というと

受けた

どちらとも

いえない

あまり受け

なかった

まったく受

けなかった

14% 24% 25% 26% 11%

① ② ③ ④ ⑤

63% 39% 27% 61% 53%

回答数
役⽴って

いる

どちらかと

いえば役

⽴っている

どちらとも

いえない

どちらかと

いえば役

⽴っていな

い

役⽴って

いない

A 141 37% 35% 16% 9% 3%

B 56 63% 21% 9% 5% 2%

C 67 67% 19% 7% 1% 4%

D 94 40% 26% 24% 5% 4%

E 107 44% 27% 21% 7% 2%

F 99 46% 21% 25% 2% 5%

身に付いた

どちらかと

いえば身に

付いた

どちらとも

いえない

どちらかと

いえば身に

付かなかっ

た

身に付かな

かった

37% 44% 12% 3% 3%
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【
質
問
用
紙
】

１
回
答
者
氏
名
卒
業
年
度
及
び
進
学
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば

現
住
所
と
連
絡
先

メ
、

。
、

（

ー
ル
ア
ド
レ
ス
又
は
電
話
番
号
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
あ
な
た
が
現
在
所
属
し
て
い
る
専
門
分
野
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

①
文
学
（
外
国
語
、
外
国
文
学
を
含
む
・
史
学
（
世
界
史
を
含
む
・
哲
学
・
心
理
関
係
学
部

）
）

②
海
外
文
化
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
含
む
人
文
学
関
係
学
部

③
教
育
関
係
学
部

④
法
学
・
政
治
学
関
係
学
部

⑤
商
学
・
経
済
学
関
係
学
部

⑥
社
会
学
・
社
会
事
業
関
係
学
部

⑦
理
工
学
関
係
学
部

⑧
農
学
関
係

⑨
医
学
・
薬
学
・
看
護
学
な
ど
保
健
関
係
学
部

⑩
芸
術
関
係
学
部

⑪
そ
の
他

３
あ
な
た
は
高
校
在
学
中
に
S
G
H
や
、
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
大
学
等
の
進
路

や
将
来
の
職
業
志
望
な
ど
に
つ
い
て
影
響
を
受
け
ま
し
た
か
？
次
の
①
か
ら
⑤
よ
り
１
つ
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
S
G
H
や
、
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

課
題
研
究
G
L
O
B
A
L
Ⅰ
，
Ⅱ
，
Ⅲ
、
海
外
修
学
研
修
、
学
類
研
修
、
海
外
文
化
体
験
研
修

学
類
コ
ア
科
目
で
の
学
習
、
S
G
H
講
演
会
、
課
題
研
究
発
表
会
と
し
ま
す
。
(以
下
同
じ
)

①
と
て
も
受
け
た

②
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
受
け
た

③
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

④
あ
ま
り
受
け
な
か
っ
た

⑤
ま
っ
た
く
受
け
な
か
っ
た

次
の
①
か
ら
⑤
の
S
G
H
で
の
学
習
は
、
現
在
の
大
学
等
で
の
学
び
や
、
将
来
の
職
業
志
望
に
必
要
な
能

４

力
を
伸
ば
す
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
か
？
「
役
立
っ
て
い
る
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
役
立
っ
て
い
る
」

」

と
思
う
学
習
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
能
）

。

①
生
徒
自
ら
に
よ
る
探
究
課
題
設
定

②
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
調
査
デ
ー
タ
収
集
・
分
析

③
日
本
語
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
い
し
は
デ
ィ
ベ
ー
ト

④
日
本
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
践

⑤
日
本
語
で
の
課
題
研
究
レ
ポ
ー
ト
作
成

５
次
の
A
か
ら
G
の
学
習
は
、
現
在
の
大
学
等
で
の
学
び
や
、
将
来
の
職
業
志
望
に
必
要
な
能
力
を
伸
ば

す
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
か
？
「
役
立
っ
て
い
る
」
な
ら
ば
１
を
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
役
立
っ
て
い

」
、「

」
、「

」
る
な
ら
ば
２
を

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
な
ら
ば
３
を

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
役
立
っ
て
い
な
い

な
ら
ば
４
を
「
役
立
っ
て
い
な
い
」
な
ら
ば
５
を
、
経
験
が
な
け
れ
ば
６
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

外
国
人
教
員
（

や
外
国
人

)
に
よ
る
授
業

A
A
L
T

E
n
g
li
sh

T
ea
ch
er
,

T
A

海
外
文
化
体
験
研
修
（
１
年
次
に
実
施
）

B

海
外
で
の
学
類
研
修
（
２
年
次
に
実
施
）

C

海
外
修
学
研
修
（
イ
ギ
リ
ス

２
年
次
に
実
施
）

D

来
校
し
た
海
外
生
徒
と
の
交
流
経
験

E

英
語
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
い
し
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
（
課
題
研
究
や
英
語
の
授
業
、

）
F

IT
C

英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
課
題
研
究
や
英
語
の
授
業
、

）
G

IT
C

６
大
学
入
学
後
、
海
外
の
大
学
に
留
学
（
短
期
・
長
期
）
し
た
り
、
海
外
の
研
修
に
参
加
し
た
り
、
海
外
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
し
ま
し
た
か
。
あ
れ
ば
、
内
容
（
短
期
留
学
、
長
期
留
学
、
研
修
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

訪
問
し
た
国
名
、
施
設
名
及
び
期
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
分
か
る
範
囲
で
お
願
い
し
ま
す
）

。
。

（
記
入
例
）

内
容

国
名

施
設
名

期
間

H
3
0
.9
.1
5

H
3
0
.1
0
.5

短
期
留
学

大
韓
民
国

梨
花
女
子
大
学

～

H
3
0
.7
.1
5

8
.1
2

研
修

ア
メ
リ
カ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

～

H
3
0
.9
.1
5

H
3
0
.1
0
.5

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

カ
ナ
ダ

～

７
あ
な
た
は
今
後
、
海
外
の
大
学
に
留
学
し
た
り
、
海
外
の
研
修
に
参
加
し
た
り
、
海
外
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
た
り
す
る
予
定
が
あ
り
ま
す
か
。
予
定
が
あ
れ
ば
、
分
か
る
範
囲
で
内
容
、
訪
問
す
る
国
名
、
使
用
す
る
施

設
名
及
び
期
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
６
の
記
入
例
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

。
。

８
あ
な
た
は
岡
山
城
東
高
校
で
、
S
G
H
や
、
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
（

や
主
体
的
・

地
球
俯
瞰
的
思
考
力
、
異
文
化
理
解
力
、
国
際
理
解
、
日
本
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）

協
力
的
実
践
力
（

）
が
身

積
極
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
チ
ー
ム
力
、
語
学
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

次
の
①
か
ら
⑤
よ
り
１
つ
選
択
し
て
く
だ
い
。

に
付
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

①
身
に
付
い
た

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
身
に
付
い
た

③
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

④
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
身
に
付
か
な
か
っ
た

⑤
身
に
付
か
な
か
っ
た

※
質
問
は
以
上
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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